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は
じ
め
に

前
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
固
有
の
世
界
像
が
垂
直
構
造
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
見
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
地
下
世
界
に
は
「
ね
の
く
に
」
と
「
よ

み
の
く
に
」
が
あ
る
こ
と
、
両
者
は
独
自
性
を
持
ち
な
が
ら
も
同
一
視
も
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

本
稿
で
は
、
も
う
一
つ
の
別
世
界
、
海
の
向
こ
う
の
理
想
郷
と
さ
れ
る
「
と
こ

よ
の
く
に
」
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
こ
れ
も
ま
た
独
自
の
完
結
し
た
世
界
で

あ
り
な
が
ら
、
上
記
二
者
と
微
妙
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
本
論
に
入
る
前
に
辞
書
的
な
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。

「
と
こ
よ
の
く
に
」
の
「
よ
」
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
乙
類
に
属
し
、「
世
」

の
意
味
で
あ
っ
て
、
甲
類
に
属
す
る
「
夜
（
よ
）」
で
は
な
い
。
永
遠
な
る
暗
黒

の
世
界
で
は
な
く
、
永
遠
な
る
時
間
、
不
変
の
世
界
を
意
味
す
る
。

「
と
こ
よ
」
と
い
う
語
は
「
永
遠
の
」「
不
変
の
」
と
い
う
一
般
的
な
意
味
で
も

使
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
万
葉
集
』
４
４
６
番
の
、
大
伴
旅
人
が
天
平
二
（
七

三
〇
）
年
に
大
宰
府
か
ら
の
帰
京
の
途
中
で
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
歌
、

吾
妹
子
が　

見
し
鞆
の
浦
の　

む
ろ
の
木
は　

常
世
に
あ
れ
ど　

見
し
人
ぞ
な
き

の
、
木
は
今
も
変
わ
ら
ず
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
た
妻
は
も
う
い
な
い
、
の
よ
う

に
も
使
わ
れ
る
。
こ
の
使
い
方
で
は
「
と
こ
よ
の
く
に
」
と
い
う
別
世
界
は
ほ
と

ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
皇
極
紀
三
（
六
四
四
）
年
三
月
条
に
は
、「
常
世
神
」
と
い
う
「
蟲
」

を
祭
る
現
世
利
益
の
新
興
宗
教
の
記
事
が
あ
る
。
祭
れ
ば
貧
者
は
富
を
得
、
老
人

は
若
返
る
と
喧
伝
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
場
合
は
豊
か
な
生
活
が
約
束
さ
れ
不
老

不
死
で
も
あ
る
神
仙
的
世
界
が
背
景
に
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
世
に
お
け
る
利

益
を
「
と
こ
よ
」
と
い
う
語
で
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
い
。

本
稿
で
は
、
別
世
界
、
異
界
と
し
て
の
「
と
こ
よ
」「
と
こ
よ
の
く
に
」
を
対

象
と
す
る
。

一
　
タ
ヂ
マ
モ
リ
伝
説
の
「
と
こ
よ
の
く
に
」

ま
ず
、
垂
仁
紀
の
田
道
間
守
（
た
ぢ
ま
も
り
）
伝
説
の
「
常
世
国
」
が
あ
る
。

垂
仁
記
に
も
ほ
ぼ
同
じ
説
話
が
伝
え
ら
れ
る
。
比
較
的
短
文
で
あ
る
の
で
ま
ず
原

文
を
引
用
し
て
お
く
。

（
垂
仁
九
〇
年
七
月
朔
）
天
皇
命
田
道
間
守
、
遣
常
世
国
、
令
求
非
時
香
菓
（
香

菓
、
此
云
箇
倶
能
未
）。
今
謂
橘
是
也
。

記
紀
神
話
の
死
生
観
と
自
然
観
（
四
・
完
）

黒

崎

輝

人
　

二
〇
一
三
年
一
一
月
二
八
日
受
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
江
戸
川
大
学　

人
間
心
理
学
科
教
授　

日
本
文
化
史
・
思
想
史
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（
垂
仁
九
九
年
…
天
皇
、
…
崩
…
）

（
明
年
三
月
壬
午
）
田
道
間
守
、
至
自
常
世
国
。
則
齎
物
也
、
非
時
香
菓
八
竿

八
縵
焉
。
田
道
間
守
、
於
是
、
泣
悲
嘆
之
曰
、
受
命
天
朝
、
遠
往
絶
域
。
万
里

踏
波
、
遥
度
弱
水
。
是
常
世
国
、
即
神
仙
秘
区
、
俗
非
所
臻
。
是
以
、
往
来
之

間
、
自
経
十
年
。
豈
期
、
独
浚
峻
瀾
、
更
向
本
土
乎
。
然
頼
聖
帝
之
神
霊
、
僅

得
還
来
。
今
天
皇
既
崩
、
…
…

天
皇
は
、
非
時
香
菓
（
と
き
じ
く
の
か
く
の
み
）
を
求
め
て
、
田
道
間
守
を
常

世
国
に
遣
わ
し
た
。
日
本
書
紀
成
立
時
の
も
の
と
さ
れ
る
注
に
よ
る
と
、
非
時
香

菓
と
は
橘
（
た
ち
ば
な
）
の
こ
と
だ
い
う
。

十
年
後
、
田
道
間
守
が
、「
非
時
香
菓
、
八
竿
（
や
ほ
こ
）
八
縵
（
や
か
げ
）」

を
持
ち
、帰
還
し
た
時
す
で
に
天
皇
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
田
道
間
守
は
「
泣
（
い

さ
）
ち
悲
嘆
（
な
げ
）
き
て
曰
」
う
。

命
（
み
こ
と
）
を
天
朝
（
み
か
ど
）
に
受
け
た
ま
は
り
て
、
遠
く
絶
域
（
は
る

か
な
る
く
に
）
に
往
（
ま
か
）
る
。
万
里
（
と
ほ
く
）
波
を
踏
み
て
、
遥
（
は

る
か
）
に
弱
水
（
よ
わ
の
み
ず
）
を
度
（
わ
た
）
る
。
是
の
常
世
国
は
、
即
ち

神
仙
（
ひ
じ
り
）
の
秘
区
（
か
く
れ
た
る
く
に
）、俗
（
た
だ
ひ
と
）
の
臻
（
い

た
）
ら
む
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
然
（
し
か
）
る
に
聖
帝
（
ひ
じ
り
の
み
か
ど
）

の
神
霊
（
み
た
ま
の
ふ
ゆ
）
に
頼
（
よ
）
り
て
、僅
（
わ
づ
か
）
に
還
（
か
へ
）

り
来
（
ま
う
く
）
る
こ
と
得
（
え
）
た
り
。

常
世
国
が
ど
こ
に
あ
る
か
、「
万
里
踏
波
、遥
度
弱
水
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

大
海
を
渡
り
、
は
る
か
西
の
方
、
崑
崙
山
の
麓
に
あ
る
と
い
う
、
軽
い
も
の
の
代

表
で
あ
る
鴻
毛
で
さ
え
も
沈
ん
で
し
ま
う
と
い
う
不
思
議
な
水
の
流
れ
る「
弱
水
」

を
越
え
て
さ
ら
に
向
こ
う
側
、
は
る
か
に
遠
い
「
絶
域
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
田

道
間
」
は
但
馬
で
あ
ろ
う
か
ら
、
物
語
の
舞
台
は
日
本
海
側
で
あ
り
、
日
本
海
を

わ
た
っ
て
朝
鮮
な
い
し
中
国
本
土
に
到
達
し
て
、
さ
ら
に
西
へ
向
か
う
と
い
う
世

界
像
で
一
貫
し
て
い
る
。

そ
し
て
行
き
着
く
「
と
こ
よ
の
く
に
」
は
「
神
仙
秘
区
」
で
あ
っ
て
、
普
通
の

人
が
到
達
で
き
る
場
所
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
天
皇
の
「
神
霊
」
の
お
か
げ

で
、
な
ん
と
か
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
中
国
の
神
仙
思
想
の
影
響
が
強

い
。
日
本
固
有
の
柑
橘
類
と
い
っ
て
も
よ
い
橘
の
起
源
に
か
か
わ
る
物
語
で
あ
り

な
が
ら
、
神
仙
思
想
の
影
響
を
除
い
て
し
ま
う
と
、「
と
こ
よ
の
く
に
」
と
い
う

名
称
以
外
、
日
本
固
有
の
も
の
を
指
摘
す
る
の
も
困
難
な
ほ
ど
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、中
国
大
陸
の
西
の
彼
方
、神
仙
世
界
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
「
と

こ
よ
の
く
に
」
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。

二
　
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
話
の
「
と
こ
よ
の
く
に
」

次
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
第
八
段
宝
剣
出
現
章
一
書
第
六
の
、大
国
主
神
（
お

ほ
く
に
ぬ
し
の
か
み
）
と
少
彦
名
命
（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）
の
物
語
の
「
と

こ
よ
の
く
に
」
が
あ
る
。

大
国
主
神
、
亦
名
大
物
主
神
、
亦
号
国
作
大
己
貴
命
、
亦
曰
葦
原
醜
男
、
亦
曰

八
千
矛
神
、
亦
曰
大
国
玉
神
、
亦
曰
顕
国
玉
神
。
…
。
大
己
貴
命
、
与
少
彦
名

命
、
戮
力
一
心
、
経
営
天
下
。
…
。
其
後
、
少
彦
名
命
、
行
熊
野
之
御
𥔎
、
遂

適
於
常
世
郷
。
亦
曰
、
至
淡
嶋
、
而
縁
粟
茎
者
、
即
弾
渡
而
至
常
世
郷
矣
。
…

…
。
初
大
己
貴
神
平
国
也
、
行
到
出
雲
国
五
十
狭
狭
之
小
浜
、
…
。
是
時
、
海

上
忽
有
人
声
。
乃
驚
而
求
之
、
都
無
所
見
。
頃
時
、
有
一
箇
小
男
、
以
白
蘞
皮
、

為
船
、
以
鷦
鷯
羽
、
為
衣
、
随
潮
水
、
以
浮
至
。

こ
の
異
伝
で
は
、大
国
主
神
の
別
名
が
ま
ず
並
べ
ら
れ
る
。記
紀
に
お
い
て
個
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
の
異
名
で
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
物
語
は
そ
の
う

ち
の
一
つ
、
大
己
貴
命
（
お
ほ
な
む
ち
の
み
こ
と
）
の
名
で
語
ら
れ
る
。
オ
ホ
ナ
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ム
チ
と
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
が
力
を
あ
わ
せ
て
「
天
下
経
営
」
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
、

そ
の
の
ち
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
は
「
と
こ
よ
の
く
に
」
に
行
っ
た
、
と
い
う
。
該
当

部
分
を
読
み
下
し
て
お
こ
う
。

少
彦
名
命
、
熊
野
之
御
𥔎
に
行
（
い
た
）
り
て
、
遂
に
常
世
郷
（
と
こ
よ
の
く

に
）
に
適
（
い
で
ま
）
し
ぬ
。
亦
曰
は
く
、淡
嶋
（
あ
は
の
し
ま
）
に
至
り
て
、

粟
茎
（
あ
は
が
ら
）
に
縁
（
の
ぼ
）
り
ま
し
か
ば
、
即
ち
弾
（
は
じ
）
か
れ
渡

（
わ
た
）
り
て
常
世
郷
に
至
り
ま
し
き
と
い
ふ
。

古
代
に
お
い
て
、
人
な
り
神
な
り
が
こ
の
世
界
か
ら
い
な
く
な
る
、
別
の
世
界

に
移
動
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
「
死
」
ぬ
と
い
う
こ
と
と
理
解
し
て
い
い
か
ら
、

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
は
死
ん
で
「
と
こ
よ
の
く
に
」
へ
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
は
、「
熊
野
」
の
岬
か
ら
行
っ
た
、
と
い
う
か
ら
、
紀
伊
半
島
の
先
の
太

平
洋
の
彼
方
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

別
伝
の
「
あ
は
し
ま
」
は
「
粟
島
」
で
も
あ
り
う
る
か
ら
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
は

水
稲
農
耕
以
前
の
雑
穀
栽
培
と
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
ち
ら
の
場

合
は
現
実
の
地
理
と
の
対
応
関
係
は
確
定
で
き
な
い
。

同
じ
一
書
第
六
で
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
は
出
雲
の
浜
辺
で
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
出
会
っ

た
と
い
う
。

初
大
己
貴
神
、
国
平
（
く
に
む
）
け
し
と
き
、
出
雲
国
の
五
十
狭
狭
（
い
さ
さ
）

の
小
浜
（
を
は
ま
）
に
行
到
（
ゆ
き
ま
）
し
て
、
…
。
是
時
、
海
上
（
わ
た
つ

み
の
う
え
）
に
忽
（
た
ち
ま
ち
）
に
人
の
声
あ
り
。
乃
ち
驚
（
お
ど
ろ
）
き
て

求
む
る
に
、
都
（
ふ
つ
）
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
な
し
。
頃
時
（
し
ば
ら
く
）
あ
り

て
、
一
箇
（
ひ
と
り
）
の
小
男
（
を
ぐ
な
）
あ
り
、
白
蘞
（
か
が
み
）
の
皮
を

以
て
、
船
に
為
（
つ
く
）
り
、
鷦
鷯
（
さ
ざ
き
）
の
羽
を
以
て
、
衣
に
し
て
、

潮
水
（
し
ほ
）
の
随
（
ま
に
ま
）
に
、
浮
き
至
る
。

日
本
海
側
の
出
雲
と
太
平
洋
側
の
紀
伊
と
、
神
話
的
な
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と

は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
と
こ
よ
の
く
に
」
に
問
題
を
限
れ
ば
、
ス
ク

ナ
ヒ
コ
ナ
が
「
と
こ
よ
の
く
に
」
か
ら
や
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
否
か
、

判
断
で
き
る
だ
け
の
材
料
は
な
い
。

と
も
あ
れ
こ
こ
か
ら
は
、「
と
こ
よ
の
く
に
」
が
海
の
彼
方
に
あ
る
こ
と
、
神

が
「
死
」
ん
で
行
く
世
界
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
に
関
し
て
は
、『
古
事
記
』
中
巻
、
仲
哀
天
皇
の
段
の
息
長
帯

日
売
命
の
歌
謡
、

此
の
御
酒
は　

わ
が
御
酒
な
ら
ず　

酒
の
司
（
原
文
・
久
志
能
加
美
く
し
の
か

み
）　

常
世
（
原
文
・
登
許
余
と
こ
よ
）
に
い
ま
す　

岩
立
た
す　

少
御
神
の   

神
寿
ぎ　

寿
ぎ
く
る
ほ
し　

豊
寿
ぎ　

寿
ぎ
も
と
ほ
し　

献
り
来
し　

御
酒 

ぞ   

あ
さ
ず
食
せ　

さ
さ

に
見
え
る
「
常
世
」
も
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

思
想
体
系
本
『
古
事
記
』
の
補
注
・
中
巻
２
３
１
は
、「
少
御
神
」
を
ス
ク
ナ

ヒ
コ
ナ
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、「
く
し
の
か
み
」
の
原
文
の
「
美
」
は
上
代
特

殊
仮
名
遣
い
の
甲
類
で
、
乙
類
の
「
神
」
の
「
み
」
と
は
別
音
と
し
、「
司
」
の

意
味
だ
と
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
少
御
神
」
と
い
う
神
の
い
る
世
界
を
「
と
こ
よ
」
と
し
て

い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

三
　
神
武
東
征
説
話
の
「
と
こ
よ
の
く
に
」

三
つ
め
は
、
神
武
天
皇
の
兄
、
三
毛
入
野
命
（
み
け
い
り
ぬ
の
み
こ
と
）
の
最

後
を
語
る
場
面
で
あ
る
。

海
中
卒
遇
暴
風
、
皇
舟
漂
蕩
。
時
稲
飯
命
乃
嘆
曰
、「
嗟
乎
、
吾
祖
即
天
神
、
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母
即
海
神
。
如
何
、
厄
我
於
陸
、
復
厄
我
於
海
乎
。」
言
訖
、
乃
抜
剣
入
海
、

化
為
鋤
持
神
。
三
毛
入
野
命
、
亦
恨
之
曰
「
我
母
及
姨
、
並
是
海
神
。
何
為
起

波
瀾
、
以
灌
溺
乎
。」
即
踏
浪
秀
、
而
往
乎
常
世
郷
矣
。

い
わ
ゆ
る
神
武
東
征
の
物
語
の
一
節
で
あ
る
。
大
阪
湾
か
ら
上
陸
し
た
東
征
軍

は
そ
の
ま
ま
東
進
し
て
大
和
を
目
指
す
の
だ
が
、
長
髄
彦
（
な
が
す
ね
ひ
こ
）
の

軍
勢
と
の
最
初
の
戦
闘
に
敗
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
戦
い
で
長
兄
の
五
瀬
命
（
い
つ

せ
の
み
こ
と
）
は
矢
傷
を
負
っ
て
し
ま
う
。
東
征
軍
は
戦
略
を
変
え
、
海
上
か
ら

紀
伊
に
ま
わ
り
熊
野
か
ら
北
上
し
て
大
和
に
は
い
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
の
途

上
、
イ
ツ
セ
は
海
上
で
亡
く
な
り
、
さ
ら
に
暴
風
に
遭
遇
す
る
。

こ
れ
は
全
文
読
み
下
し
て
お
く
。

時
に
稲
飯
命
（
い
な
ひ
の
み
こ
と
）
乃
ち
嘆
（
な
げ
）
き
て
曰
は
く
、「
嗟
乎
、

吾
（
あ
）
が
祖
（
お
や
）
は
即
ち
天
神
（
あ
ま
つ
か
み
）、
母
（
い
ろ
は
）
は

即
ち
海
神
（
わ
た
つ
み
）
な
り
。
如
何
（
い
か
に
）
ぞ
、
我
を
陸
（
く
が
）
に

厄
（
た
し
な
）
め
、
復
た
我
を
海
（
わ
た
）
に
厄
（
た
し
な
）
む
や
。」
と
の

た
ま
ふ
。
言
ひ
訖
り
て
、
乃
ち
剣
（
つ
る
ぎ
）
を
抜
き
て
海
（
う
み
）
に
入
り

て
、
鋤
持
神
（
さ
ひ
も
ち
の
か
み
）
と
な
る
。
三
毛
入
野
命
（
み
け
い
り
の
の

み
こ
と
）、
亦
た
恨
み
て
曰
は
く
「
我
が
母
（
い
ろ
は
）
及
び
姨
（
を
ば
）
は
、

並
び
に
是
（
こ
れ
）
海
神
（
わ
た
つ
み
）
な
り
。
何
為
（
い
か
に
）
ぞ
波
瀾
（
な

み
）
を
起
（
た
）
て
て
、
灌
溺
（
お
ぼ
ほ
）
す
ぞ
や
。」
と
の
た
ま
ひ
て
、
即

ち
浪
（
な
み
）
の
秀
（
す
ゑ
）
を
踏
み
て
、
常
世
郷
に
往
（
い
）
で
ま
し
ぬ
。

次
兄
の
イ
ナ
ヒ
と
三
番
目
の
兄
ミ
ケ
イ
リ
ヌ
は
、
自
分
の
母
と
祖
母
は
海
神
の

娘
で
あ
る
の
に
な
ぜ
海
上
で
苦
し
め
ら
れ
る
の
か
と
言
い
、暴
風
を
鎮
め
る
た
め
、

次
々
と
海
中
に
身
を
投
ず
る
。
そ
し
て
イ
ナ
ヒ
は
「
鋤
持
神
」
と
な
り
、
ミ
ケ
イ

リ
ヌ
は
「
常
世
郷
に
行
っ
た
」
と
い
う
。

こ
れ
だ
け
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
「
常
世
郷
」
は
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
「
と
こ

よ
の
く
に
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
神
が
「
死
」
ん
で
行

く
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
海
中
に
あ
る
。

四
　
浦
島
伝
説
の
「
と
こ
よ
の
く
に
」

四
つ
目
は
い
わ
ゆ
る
浦
島
太
郎
の
物
語
の
原
型
と
な
る
物
語
で
語
ら
れ
る
「
と

こ
よ
の
く
に
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
三
つ
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
日
本
書
紀
の
雄
略
天
皇
二

二
年
秋
七
月
条
の
そ
れ
で
あ
る
。
読
み
下
し
文
だ
け
挙
げ
よ
う
。

丹
波
国
の
餘
社
（
よ
ざ
）
郡
の
管
川
（
つ
つ
か
は
）
の
人
、瑞
江
（
み
づ
の
え
）

の
浦
嶋
子
（
う
ら
し
ま
の
こ
）、
船
に
乗
り
て
釣
す
。
遂
に
大
亀
（
か
め
）
を

得
た
り
、
便
（
た
ち
ま
ち
）
に
女
（
を
と
め
）
に
化
為
（
な
）
る
。
於
是
、
浦

嶋
子
、
感
（
た
け
）
り
て
婦
（
め
）
に
為
（
す
）。
相
逐
（
あ
ひ
し
た
が
）
ひ

て
海
（
う
み
）
に
入
る
。
蓬
莱
山
（
と
こ
よ
の
く
に
）
に
到
（
い
た
）
り
て
、

仙
衆
（
ひ
じ
り
）
を
歴
（
め
ぐ
）
り
覩
（
み
）
る
。
語
（
こ
と
）
は
別
巻
（
こ

と
ま
き
）
に
在
り
。

詳
し
く
は
「
別
巻
」
を
参
照
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
全
文
引
用
す
る
ま

で
も
な
い
ほ
ど
に
、
当
時
す
で
に
知
ら
れ
た
物
語
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
中
国
の
神
仙
思
想
に
お
い
て
東
海
三
神
山
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
蓬
莱

山
」
が
「
と
こ
よ
の
く
に
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。「
仙
衆
」
と
い
う
熟
語
と
い
い
、

タ
ヂ
マ
モ
リ
の
物
語
と
同
様
、
神
仙
思
想
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
は
、『
万
葉
集
』
の
「
浦
島
子
伝
説
」
や
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
「
筒

川
の
嶼
子
（
し
ま
こ
）」
の
伝
説
で
も
同
じ
で
あ
る
。
次
に
、『
万
葉
集
』
の
一
七

四
〇
番
、
高
橋
虫
麻
呂
の
作
と
さ
れ
る
長
歌
か
ら
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
要
所
の

み
、
現
代
語
訳
を
交
え
つ
つ
、
抜
粋
す
る
。
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「
墨
の
江
の
岸
」
で
沖
を
行
く
釣
り
船
を
見
て
い
る
と
、
昔
の
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
る
、
と
歌
い
だ
さ
れ
る
。

「
水
江
の
浦
島
の
子
」
が
「
海
若
（
わ
た
つ
み
）
の
神
の
女
（
を
と
め
）」
に
で

あ
い
、「
常
世
（
と
こ
よ
）」
に
至
り
、「
海
若
の
神
の
宮
の
内
の
重
（
へ
）
の
妙

な
る
殿
（
と
の
）」
で
不
老
不
死
の
暮
ら
し
を
し
て
い
た
も
の
を
、
家
に
帰
り
た

が
っ
た
ば
か
り
に
全
て
を
失
っ
た
、
と
歌
わ
れ
る
。

ま
ず
、「
わ
た
つ
み
」
の
宮
が
あ
る
場
所
が
「
常
世
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
海
神
の
宮
殿
で
あ
る
か
ら
海
中
に
あ
る
と
考
え
て
い
い
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

こ
は
不
老
不
死
の
世
界
で
あ
り
、地
上
世
界
と
は
時
間
の
経
過
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
の
三
年
は
地
上
世
界
で
の
人
間
の
寿
命
を
超
え
て
い
た
。

三
つ
め
は
、『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
「
筒
川
の
嶼
子
（
し
ま
こ
）」
の
伝
説

で
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
詳
し
い
。
風
土
記
編
者
は
、
元
の
国
司
の
伊
予
部
連
馬
養

が
書
き
残
し
た
も
の
と
「
乖
（
そ
む
）
く
こ
と
な
し
」
と
い
う
。
雄
略
紀
に
言
う

「
別
巻
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
風
土
記
編
纂
の
段

階
で
す
で
に
文
字
化
さ
れ
、
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

物
語
を
追
っ
て
い
こ
う
。

雄
略
紀
と
同
様
、
雄
略
天
皇
の
時
代
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
舞
台
は
、
丹
後
国
与

謝
郡
の
日
置
の
里
、
筒
川
村
で
あ
る
。
こ
の
村
の
ひ
と
、
日
下
部
首
の
先
祖
と
さ

れ
る
、「
筒
川
の
嶼
子
」
が
主
人
公
で
、
そ
の
人
と
な
り
は
、「
姿
容
秀
美
、
風
流

無
類
」
と
描
写
さ
れ
る
。

嶼
子
が
、
ひ
と
り
小
船
で
三
日
三
晩
釣
り
す
る
も
、
獲
物
を
得
ず
、
か
わ
り
に

五
色
の
亀
を
え
た
。
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
も
寝
て
し
ま
う
と
、
亀
は
た
ぐ
い
な

き
絶
世
の
美
女
に
変
身
す
る
。

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
い
う
嶼
子
の
問
い
に
「
女
娘
（
を
と
め
）」
は
答
え
る
。

「
天
上
（
あ
め
）
の
仙
（
ひ
じ
り
）
の
家
の
人
な
り
」

と
。
天
上
世
界
か
ら
や
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
嶋
子
に
問
う
。

「
賎
妾
（
や
つ
こ
）
が
意
（
こ
こ
ろ
）
は
天
地
（
あ
め
つ
ち
）
と
畢
（
を
）
へ
、

日
月
（
ひ
つ
き
）
と
極
（
き
は
）
ま
ら
む
と
お
も
ふ
。
但
（
た
だ
）、
君
は
奈

何
（
い
か
に
）
か
、
早
（
す
む
や
）
け
く
許
不
（
い
な
せ
）
の
意
（
こ
こ
ろ
）

を
し
ら
む
」
と
い
ひ
き
。

あ
な
た
と
一
緒
に
永
遠
に
生
き
た
い
、
あ
な
た
は
ど
う
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

嶋
子
が
承
諾
す
る
と
、「
を
と
め
」
は
棹
を
廻
ら
せ
て
「
蓬
山
（
と
こ
よ
）」
に

行
こ
う
と
い
い
、
嶋
子
が
目
を
つ
ぶ
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
「
海
中
（
う
み
な

か
）
の
博
（
ひ
ろ
）
く
大
き
な
る
嶋
」
に
着
い
た
。
そ
こ
は
、「
地
（
つ
ち
）
は

玉
を
敷
け
る
が
如
し
。
闕
台
（
う
て
な
）
は
晻
映
（
か
げ
く
ら
）
く
、
楼
堂
（
た

か
ど
の
）
は
玲
瓏
（
て
り
か
が
や
）」
く
と
い
う
、
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も

な
い
場
所
で
あ
っ
た
。「
闕
台
」
や
「
楼
堂
」
な
ど
、
中
国
風
の
宮
殿
が
想
定
さ

れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ふ
た
り
が
手
を
携
え
て
門
に
入
る
と
、「
昂
星
（
す
ば
る
）」
の
化
身
の
七
人
の

童
子
と
、「
畢
星
（
あ
め
ふ
り
）」
の
化
身
の
八
人
の
童
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
是

は
、
亀
比
売
の
夫
な
り
」
と
い
い
、「
を
と
め
」
が
亀
の
化
身
の
「
か
め
ひ
め
」

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。「
昂
星
」
と
い
い
「
畢
星
」
と
い
い
、
こ
れ
も
中
国

的
な
星
宿
の
思
想
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
の
「
か
め
ひ
め
」
の
両
親
と
の
や
り
取
り
が
あ
り
、
こ
の
世
の
人
間

と「
仙
都（
と
こ
よ
）」の
神
仙
が
出
会
う
こ
と
の
奇
跡
的
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

タ
ヂ
マ
モ
リ
の
「
常
世
」
と
同
様
に
普
通
の
人
間
の
行
け
る
世
界
で
は
な
い
、
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
婚
姻
の
祝
宴
の
よ
う
す
が
描
か
れ
る
。「
仙
哥
（
と
こ
よ
の
う
た
）」
と

い
う
表
現
が
合
あ
る
。
そ
し
て
歓
を
極
め
た
祝
宴
の
後
、
二
人
は
つ
い
に
「
夫
婦

の
理
（
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ
）」
を
な
す
。
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こ
う
し
て
三
年
が
た
っ
た
。
嶼
子
は
突
然
に
地
上
世
界
を
懐
か
し
く
な
り
、
父

母
を
恋
し
く
思
う
よ
う
に
な
る
。
嶼
子
の
様
子
に
異
変
を
感
じ
た
「
女
娘
」
が
理

由
を
問
う
と
、親
族
か
ら
離
れ
て
「
神
仙
（
と
こ
よ
）
の
堺
（
く
に
）」
に
来
た
が
、

恋
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
い
る
。
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
一
度
は
元
の
世
界
に
戻
っ
て

父
母
に
会
い
た
い
、
と
答
え
る
。

こ
こ
か
ら
は
よ
く
知
ら
れ
た
悲
劇
的
結
末
に
転
げ
落
ち
て
い
く
。別
れ
際
に「
玉

匣
（
た
ま
く
し
げ
）」
を
わ
た
さ
れ
る
こ
と
、
筒
川
の
里
に
戻
り
、
す
で
に
「
三

百
余
歳
（
み
も
と
せ
あ
ま
り
）」
が
経
っ
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
る
こ
と
、「
神
女
（
か

み
を
と
め
）」
に
逢
い
た
さ
の
あ
ま
り
、
約
束
を
違
え
て
「
玉
匣
」
を
開
け
て
し

ま
う
こ
と
、
が
語
ら
れ
る
。
匣
を
開
く
と
、
嶼
子
の
若
々
し
く
か
ぐ
わ
し
い
容
姿

は
あ
っ
と
い
う
間
に
「
蒼
天
（
そ
ら
）」
に
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

嶼
子
は
二
度
と
会
え
な
い
こ
と
を
悟
り
、
な
す
す
べ
も
な
く
さ
ま
よ
う
の
で
あ

っ
た
。

物
語
は
最
後
に
嶼
子
と
「
女
娘
」
の
や
り
取
り
の
歌
三
首
と
、「
後
の
世
の
人
」

の
歌
二
首
と
を
載
せ
て
終
わ
る
。
そ
の
中
か
ら
「
と
こ
よ
」
に
か
か
わ
る
表
現
を

含
む
二
首
を
挙
げ
る
。

嶼
子
か
ら
「
女
娘
」
へ
の
問
い
か
け
、

常
世
べ
に　

雲
た
ち
わ
た
る　

水
の
江
の　

浦
嶼
の
子
が　

言
持
ち
わ
た
る

と
、
後
世
の
人
の
歌
、

常
世
べ
に　

雲
立
ち
わ
た
る　

た
ゆ
ま
く
も　

は
つ
か
ま
ど
ひ
し　

我
ぞ
悲
し
き

で
あ
る
。

さ
て
、
丹
後
国
風
土
記
の
こ
の
物
語
に
み
ら
れ
る
「
と
こ
よ
」
の
特
徴
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
神
仙
思
想
に
よ
る
修
飾
を
除
い
て
し
ま
う
と
、
日
本
固
有

の
概
念
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
想
定
で
き
な
い
こ
と
は
、
タ
ヂ
マ
モ
リ
の

物
語
と
同
様
で
あ
る
。
文
字
化
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
中
国
古
典
を

下
敷
き
に
し
て
、
な
い
し
は
中
国
古
典
の
影
響
下
で
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
を
高

め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
天
上
世
界
と
海
中
世
界
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意

し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
「
女
娘
」
が
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
嶼
子
の

問
い
に
「
女
娘
」
が
答
え
る
場
面
の
ほ
か
に
、
最
後
の
反
歌
の
う
ち
の
二
首
に
、

「
常
世
べ
に
雲
た
ち
わ
た
る
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
水
平
線
の
彼
方
に
浮
か
ぶ
雲
の
下
に
、「
と
こ
よ
」
は
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
日
本
固
有
の
世
界
像
と
言
っ
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。

以
上
、
古
代
に
お
け
る
「
と
こ
よ
」
関
連
の
史
料
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
二
つ

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
神
仙
思
想
の
影
響
が
強
い
も
の
で
、
こ
ち
ら
の
場
合
は
影
響
を
受

け
る
以
前
の
日
本
固
有
の
世
界
像
が
想
定
し
ず
ら
い
も
の
で
あ
る
。逆
に
言
え
ば
、

最
初
か
ら
神
仙
思
想
の
影
響
下
に
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

ふ
た
つ
め
は
、
神
仙
思
想
の
影
響
が
な
く
、
神
が
死
後
に
行
く
世
界
と
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
逆
に
、
日
本
固
有
の
世
界
像
で
あ
っ
た
と
考
え
て

矛
盾
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

前
稿
に
お
い
て
、「
ね
の
く
に
」
に
三
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
が
、「
と

こ
よ
の
く
に
」
も
ま
た
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
神
の
死
後
の
世

界
と
し
て
の
「
と
こ
よ
」
と
、
文
学
的
創
作
に
係
る
「
と
こ
よ
」
と
。
そ
し
て
双

方
に
共
通
す
る
の
は
、
普
通
の
人
は
行
け
な
い
世
界
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
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そ
し
て
、「
と
こ
よ
の
く
に
」
と
「
ね
の
く
に
」
は
、
あ
る
い
は
神
の
死
後
の

世
界
と
し
て
、
あ
る
い
は
海
の
彼
方
の
世
界
な
い
し
海
中
の
世
界
と
し
て
、
微
妙

に
重
な
り
合
う
。
さ
ら
に
は
「
よ
み
の
く
に
」
と
も
重
な
っ
て
い
く
。

前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
よ
み
の
く
に
（
よ
も
つ
く
に
）」
の
「
よ
み
（
よ
も
）」

は
「
闇
（
や
み
）」
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
固
有
の
死
者
の
世
界

は
暗
黒
の
世
界
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
垂
直
の
地
下
方
向
よ
り
も
む
し
ろ
水

平
方
向
に
移
動
し
た
先
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
世
界
と
の
境

界
で
あ
る
「
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
」
は
漢
字
表
記
だ
と
「
坂
」
を
含
ん
で
お
り
、
垂

直
的
な
位
置
関
係
が
示
さ
れ
る
が
、
本
来
は
「
さ
か
ひ
」
で
あ
っ
て
水
平
関
係
で

解
釈
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
へ
中
国
か
ら
「
黄
泉
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
。
こ
れ
は
垂
直
に
下
方
向
、

地
下
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

両
者
が
融
合
す
る
こ
と
で
「
よ
み
の
く
に
」
は
地
下
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
く
の

だ
が
、
そ
れ
で
も
、
平
安
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
30
縁
の

地
獄
訪
問
譚
で
も
、
二
つ
の
駅
を
越
え
る
ほ
ど
の
距
離
で
世
界
を
分
け
る
大
河
が

あ
り
、
閻
魔
王
庁
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
南
に
地
獄
ら
し
き
世
界
が
あ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
仏
教
の
世
界
で
は
明
ら
か
に
地
下
世
界
で
あ
る
「
地
獄
」
が
平
安
初

期
に
至
っ
て
も
な
お
水
平
方
向
で
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
固

有
の
死
後
の
世
界
像
の
根
強
さ
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ね
の
く
に
」
と
「
と
こ
よ
の
く
に
」
と
「
よ
み
の
く
に
」
は
八
世
紀
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
保
ち
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
同
一
視
さ
れ
、
混
同
さ
れ
て

も
行
く
の
だ
が
、
本
稿
が
注
意
し
た
い
の
は
、
海
上
西
の
遥
か
か
な
た
に
あ
る
と

い
う
「
と
こ
よ
」
と
、
紀
伊
半
島
の
熊
野
の
彼
方
に
あ
る
と
い
う
「
と
こ
よ
」
と

が
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
如
来
の
西
方
極
楽
浄
土
と
、
観
音
菩
薩
の
補
陀
落
浄
土
と

に
姿
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
ぐ
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
地
獄
」
の
受
容
に
日
本
固
有
の
死
者
の
世
界
像

が
影
響
し
た
の
な
ら
ば
、
浄
土
の
受
容
に
も
固
有
の
世
界
像
が
影
響
し
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
普
及
の
背
景
に
は
固
有
の
世
界

像
の
存
在
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

固
有
の
世
界
像
は
相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
も
完
全
に
は
融
合
し
な
い
ま

ま
、
中
国
的
な
世
界
像
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
く
の

で
あ
る
。

以
上
、
記
紀
神
話
を
中
心
に
日
本
古
代
の
死
生
観
や
生
命
観
と
自
然
観
の
特
徴

を
探
っ
て
き
た
。
最
後
に
全
体
像
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

最
初
に
、「
葦
原
中
国
（
あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
世
界

の
持
つ
生
命
力
や
生
産
力
へ
の
信
仰
と
信
頼
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

は
こ
の
世
界
そ
の
も
の
が
本
来
的
に
持
つ
力
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
世
界
を
取
り
巻
い
て
、天
上
世
界
で
あ
る「
高
天
原（
た
か
あ
ま
が
は
ら
）」、

死
者
の
世
界
で
あ
る
「
黄
泉
国
（
よ
も
つ
く
に
・
よ
み
の
く
に
）」
が
あ
り
、「
根

国
（
ね
の
く
に
）」
と
「
常
世
国
（
と
こ
よ
の
く
に
）」
が
あ
る
。

垂
直
構
造
的
に
「
高
天
原
」、「
葦
原
中
国
」
と
対
応
す
る
の
は
「
根
国
」
で
あ

り
、「
黄
泉
国
」
は
本
来
は
水
平
方
向
に
想
定
さ
れ
て
い
た
が
中
国
思
想
の
影
響

で
地
下
世
界
へ
と
変
貌
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
常
世
国
」
は
水
平
方
向
に
は
る
か

彼
方
の
世
界
と
さ
れ
て
い
た
。

「
黄
泉
国
」
と
「
高
天
原
」
で
は
明
確
で
は
な
い
が
、「
根
国
」
と
「
常
世
国
」

に
は
、
そ
の
世
界
そ
の
も
の
が
持
つ
独
特
の
力
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
た
。「
根
国
」
と
「
常
世
国
」
は
い
ず
れ
も
同
じ
名
で
呼
ば
れ
な
が
ら
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
異
な
る
世
界
像
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
独
特
の
力
を

示
唆
す
る
物
語
が
あ
っ
た
。「
根
国
」
は
「
罪
」
を
浄
化
し
て
し
ま
う
力
を
持
つ

世
界
で
あ
り
、
ま
た
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
「
国
主
」
た
る
ゆ
え
ん
の
力
に
か
か
わ
る

世
界
で
あ
っ
た
。「
常
世
国
」
は
時
間
を
超
え
る
力
を
持
つ
世
界
で
あ
っ
た
。

人
の
死
の
起
源
に
か
か
わ
る
「
黄
泉
国
」
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
世
界
の
結
節

点
に
、「
高
天
原
」
に
由
来
し
て
「
葦
原
中
国
」
を
「
治
（
し
）
ら
す
」
天
皇
が
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い
る
。
常
人
の
行
き
着
け
ぬ
世
界
で
あ
る
「
常
世
国
」
も
天
皇
の
力
で
往
復
で
き

た
。こ

の
世
界
の
海
や
山
は
天
皇
家
の
祖
先
で
あ
る
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
が
、「
天
孫
降
臨
」
後
の
天
皇
家
の
系
図
に
、
重
複
し
て
再
び

組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
世
界
の
自
然
も
天
皇
を
結
節
点
と
し
て
い
る
。

日
本
古
代
の
王
権
が
な
ぜ
「
天
皇
」
だ
っ
た
の
か
。
政
治
的
視
点
か
ら
だ
け
で

は
決
し
て
解
明
し
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
そ
れ
が
な
ぜ
現
代
ま
で
続
い
て
い

る
の
か
、
解
明
の
鍵
は
神
話
に
あ
る
。

（
注
）引

用
史
料
は
、『
日
本
書
記
』
と
『
万
葉
集
』
及
び
『
風
土
記
』
は
古
典

文
学
大
系
本
を
、『
古
事
記
』
と
『
律
令
』
は
思
想
体
系
本
を
、『
延
喜
式
』

は
国
史
大
系
本
を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
旧
漢
字
を
適
宜
新

漢
字
に
換
え
、
動
詞
・
副
詞
は
か
な
標
記
に
変
更
す
る
な
ど
、
読
み
や
す

く
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
本
稿
は
研
究
史
の
総
括
に
触
れ
ず
、
史
料
を
忠
実
に
読
み
解
く
こ
と

に
専
念
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
論
文
と
し
て
で
は
な
く
、
研
究
ノ
ー
ト

と
し
て
発
表
し
て
い
る
。


